
津波浸水シミュレーション 市町村名 洋　　野　　町 地区名 平内地区

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 Ｔ．Ｐ．＋１２．０ｍ

最大クラスの津波 東日本大震災津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６３ｍ

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない

浸水面積 ０．７ｈａ

浸水体積 ０．３万ｍ3



津波浸水シミュレーション 市町村名 久　　慈　　市 地区名 久慈港地区、久慈湊地区

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 Ｔ．Ｐ．＋８．０ｍ

最大クラスの津波 明治三陸地震津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６３ｍ

海岸堤防等の施設条件 湾口防波堤は完成したという条件また、河川の津波対策は河川堤防での対応という条件で計算を行っている。

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない

※浸水深は地区平均値を表示

半崎地区 久慈湊地区 諏訪下～堀込地区

浸水面積（ｈａ） ４．０ ３．７ ０．０２

浸水体積（万ｍ
3
） ２．２ １．４ ０．０

平均浸水深（ｍ） ０．６ ０．４ ０．０



津波浸水シミュレーション 市町村名 野　　田　　村 地区名 野田地区

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 第１線堤：Ｔ．Ｐ．＋１４．０ｍ（嵩上げ＋新規水門)　　　　　第２線堤：Ｔ．Ｐ．＋１２．０～Ｔ．Ｐ．＋７．８ｍ（現状、陸閘なし）

最大クラスの津波 東日本大震災津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６３ｍ

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない

浸水面積 １３．９ｈａ

浸水体積 １４．３万ｍ
3

平均浸水深 １．０ｍ



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋１５．５ｍ

明治三陸地震津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６３ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

最大クラスの津波

堤　防　高

津波浸水シミュレーション

まちづくりにおける盛土等

海岸堤防等の構造

潮　　　位

地　　盤　　高

市町村名 普　　代　　村 地区名 宇留部地区、太田名部地区



津波浸水シミュレーション 市町村名 田　野　畑　村 地区名 嶋之越地区

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 Ｔ．Ｐ．＋１４．３ｍ

最大クラスの津波 東日本大震災津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．８０ｍ

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない



津波浸水シミュレーション 市町村名 岩　　泉　　町 地区名 小本地区

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 海岸堤防及び水門：Ｔ．Ｐ．＋１２．６９ｍ　　　河川堤防(右岸)：山付け堤Ｔ．Ｐ．＋１１．０ｍ程度

最大クラスの津波 東日本大震災津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波前の地盤高から東日本大震災による地盤沈下量（０．２３９ｍ）を考慮した地形を基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．７１ｍ

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない

浸水面積 ７５ｈａ

浸水体積 ２４６万ｍ
3



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

第一線堤：Ｔ．Ｐ．＋１４．７ｍ　　　第二線堤：Ｔ．Ｐ．＋１０．０ｍ

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６９ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

＊浸水面積は第2線堤及び国道45号より山側で集計。

浸水面積 ４６ｈａ

田老地区津波浸水シミュレーション

まちづくりにおける盛土等

海岸堤防等の構造

潮　　　位

地　　盤　　高

最大クラスの津波

堤　防　高

地区名

市町村名 宮　　古　　市 地区名

田老地区津波浸水シミュレーション 市町村名 宮　　古　　市

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］

1線堤天端高：T.P.+14.7m

●　田老保育所

宮古市田老総合事務所　●

田老第一中学校　●

田老駅　●

田老第一小学校　●

2線堤天端高：T.P.+10.0m

国道45号



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

第一線堤：Ｔ．Ｐ．＋１４．７ｍ　　　第二線堤：Ｔ．Ｐ．＋１０．０ｍ

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

東日本大震災津波発生時　H23.3.11　15:00の推定潮位　Ｔ．Ｐ．－０．４６ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

＊浸水面積は第2線堤及び国道45号より山側で集計。

浸水面積 ３７ｈａ

潮　　　位

海岸堤防等の構造

まちづくりにおける盛土等

堤　防　高

最大クラスの津波

地　　盤　　高

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］

1線堤天端高：T.P.+14.7m

●　田老保育所

宮古市田老総合事務所　●

田老第一中学校　●

田老駅　●

田老第一小学校　●

2線堤天端高：T.P.+10.0m

国道45号



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋１０．4ｍ　　　閉伊川の津波対策は水門で対応

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６９ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

市町村名 宮　　古　　市 地区名 宮古港地区津波浸水シミュレーション

まちづくりにおける盛土等

海岸堤防等の構造

潮　　　位

地　　盤　　高

最大クラスの津波

堤　防　高

昭和シェル石油
最大浸水深0.8m

　　　　　　　　●

宮古市役所

最大浸水深0.1m
　　　　　　　　●

　　　　●

藤原小学校
浸水なし

磯鶏駅　　　　●

最大浸水深0.5m

宮古水産高校

浸水なし　　　●
●　宮古署

　　最大浸水深1.0m



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋１０．4ｍ　　　閉伊川の津波対策は水門で対応

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

東日本大震災津波発生時　H23.3.11　15:00の推定潮位　Ｔ．Ｐ．－０．４６ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

潮　　　位

海岸堤防等の構造

まちづくりにおける盛土等

宮古港地区

堤　防　高

最大クラスの津波

地　　盤　　高

津波浸水シミュレーション 市町村名 宮　　古　　市 地区名

昭和シェル石油
浸水なし　　　●

宮古市役所　●
浸水なし

藤原小学校　●
浸水なし

磯鶏駅　●
浸水なし

宮古水産高校
浸水なし　　　●

●　宮古署
　　最大浸水深0.01m



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋９．７０ｍ　　（浦の浜農地海岸のみＴ．Ｐ．＋１１．６ｍ）

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６９ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

山田地区津波浸水シミュレーション

まちづくりにおける盛土等

海岸堤防等の構造

潮　　　位

地　　盤　　高

最大クラスの津波

堤　防　高

市町村名 山　　田　　町 地区名

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］

浸水体積： 544［万m3］

浸水面積： 205［ha］

平均浸水深：2.7［m］

※いずれも大沢・山田・織笠・大浦地区の
堤内地での総計を示す。

町立山田北小学校
浸水なし　　●

山田町役場
浸水なし●

●ホーマック大沢店
　最大浸水深0.2m

　陸中山田駅
●最大浸水深2.5m

大沢漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

　県立山田病院
●最大浸水深0.3m

織笠郵便局
最大浸水深5.5m●

●織笠駅
　最大浸水深4.2m

大浦簡易郵便局
最大浸水深2.2m●

沼崎製材所　　●
最大浸水深2.2m

山田漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

織笠漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

大浦漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

浦の浜農地海岸
T.P.+11.60m
（現況天端高）



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋９．７０ｍ　　（浦の浜農地海岸のみＴ．Ｐ．＋１１．６ｍ）

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

東日本大震災津波発生時　H23.3.11　15:00の推定潮位　Ｔ．Ｐ．－０．４６ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

地区名

潮　　　位

海岸堤防等の構造

まちづくりにおける盛土等

山田地区

堤　防　高

最大クラスの津波

地　　盤　　高

津波浸水シミュレーション 市町村名 山　　田　　町

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］

浸水体積： 93［万m3］

浸水面積： 70［ha］

平均浸水深：1.3［m］

※いずれも大沢・山田・織笠・大浦地区の
堤内地での総計を示す。

町立山田北小学校
浸水なし　　●

山田町役場
浸水なし●

●ホーマック大沢店

　浸水なし

　陸中山田駅
●最大浸水深0.02m

　県立山田病院
●浸水なし

織笠郵便局
最大浸水深1.6m ●

●織笠駅
　最大浸水深1.1m

大浦簡易郵便局
浸水なし　　　●

沼崎製材所●

浸水なし

大沢漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

山田漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

織笠漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

大浦漁港海岸
T.P.+9.70m
（新計画天端高）

浦の浜農地海岸
T.P.+11.60m
（新計画天端高）



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋１４．５ｍ　　　大槌川及び小鎚川の津波対策は水門で対応

東日本大震災津波

東日本大震災津波前の地盤高から東日本大震災に伴う地盤沈下量（０．３５ｍ）を考慮した地形を基に、地震による地盤変位を考慮する

遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．７０ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

大　　槌　　町 地区名 大槌地区津波浸水シミュレーション

まちづくりにおける盛土等

海岸堤防等の構造

潮　　　位

地　　盤　　高

最大クラスの津波

堤　防　高

市町村名



津波浸水シミュレーション 市町村名 釜　　石　　市 地区名 片岸海岸

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 Ｔ．Ｐ．＋１４．５ｍ　　鵜住居川の津波対策は水門で対応

最大クラスの津波 東日本大震災津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．７０ｍ

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない

 

B
A

 

1m未満 

1-2m 

2-3m 

3-4m 

4-5m 

5-6m 

6-7m 

7-8m 

8-9m 

9-10m 

10-11m 

11-12m 

12-13m 

13-14m 

14-15m 

15m 以上 

浸水深

浸水面積：43ha 

浸水体積：67 万 m3 

水門設置

浸水無し 

浸水無し 

浸水無し

最大浸水深 1.3m 

12

3
4



津波浸水シミュレーション 市町村名 大　船　渡　市 地区名 越喜来地区

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 Ｔ．Ｐ．＋１１．５ｍ

最大クラスの津波 東日本大震災津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６５ｍ

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない

浸水面積：32.8［ha］

浸水体積：195.2［万m
3
］

浸水面積：11.5［ha］

浸水体積：65.0［万m
3
］

浸水面積：23.0［ha］

浸水体積：139.6［万m
3
］

①

②

③

三陸鉄道

市役所支所

越喜来小学校

浸水深：5.9m

浸水深：0.9m

浸水深：8.9m

構造物背後

浸水深：8.5m

構造物背後

浸水深：0.0m

浸水深：12.7m

構造物背後浸水深：4.5m

甫嶺駅前



津波浸水シミュレーション 市町村名 大　船　渡　市 地区名 大船渡港地区

　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

堤　防　高 Ｔ．Ｐ．＋７．２ｍ

最大クラスの津波 東日本大震災津波

地　　盤　　高 東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

潮　　　位 遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．６５ｍ

海岸堤防等の施設条件 湾口防波堤は完成したという条件また、河川の津波対策は河川堤防での対応という条件で計算を行っている。

海岸堤防等の構造 最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

まちづくりにおける盛土等 考慮しない

浸水面積：140.7［ha］

浸水体積：273.7［万m3］

平均浸水深：1.9［m］

防潮堤背後

3.5ｍ

県道浸水深

2.0ｍ

県道浸到達時間

43分

防潮堤背後到達時間

38.5分



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋１２．５ｍ　　　気仙川の津波対策は水門での対応

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

遡望平均満潮位　Ｔ．Ｐ．＋０．７４１ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

地区名

浸水面積

浸水体積

平均浸水深

高田地区津波浸水シミュレーション

まちづくりにおける盛土等

海岸堤防等の構造

潮　　　位

地　　盤　　高

最大クラスの津波

堤　防　高

市町村名 陸　前　高　田　市

４７２ｈａ

２，４３７万ｍ
3

５．２ｍ

①旧第1線堤
計画高：T.P.+3.0m

②旧第2線堤
計画高：T.P.+12.5m

河川堤防
計画高：T.P.+5.5m

：浸水範囲

：鉄　　道

：堤　　防

③津波水門
T.P.+12.5ｍ

浸水面積集計範囲
(高田地区海岸背後地)

国道45号（県道38号交差部）
浸水深：8.4m陸前高田市役所

浸水深：5.1m

国道45号（国道340号交差部）
浸水深：5.0m



　以下の津波浸水シミュレーションは、海岸堤防等の復旧・整備が完了後に最大クラスの津波が来襲した場合に想定される浸水範囲及び最大の浸水深を示したものです。

■計算条件

Ｔ．Ｐ．＋１２．５ｍ　　　気仙川の津波対策は水門での対応

東日本大震災津波

東日本大震災津波後の測量データを基に、地震による地盤変位を考慮する

東日本大震災津波発生時　H23.3.11　15:15の推定潮位　Ｔ．Ｐ．－０．４４ｍ

最大クラスの津波による越流に対して決して壊れない構造ではないが、当シミュレーションでは、越流した場合でも壊れないという条件で計算を行っている。

考慮しない

潮　　　位

海岸堤防等の構造

まちづくりにおける盛土等

高田地区

堤　防　高

最大クラスの津波

地　　盤　　高

津波浸水シミュレーション 市町村名 陸　前　高　田　市

平均浸水深 ４．２ｍ

浸水面積 ４５２ｈａ

浸水体積 １，８８０万ｍ
3

地区名

浸水面積集計範囲
(高田地区海岸背後地)

国道45号（県道38号交差部）
浸水深：7.6m陸前高田市役所

浸水深：3.7m

国道45号（国道340号交差部）
浸水深：4.3m

①旧第1線堤
計画高：T.P.+3.0m

②旧第2線堤
計画高：T.P.+12.5m

河川堤防
計画高：T.P.+5.5m

：浸水範囲

：鉄　　道

：堤　　防

③津波水門
T.P.+12.5ｍ


